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論 文
大学生アスリートの進路選択における自己効力感と結果期待
University student athletes’ self-efficacy and outcome expectation in career choice
Abstract：The purpose of this study was to clarify the feature of student-athletes’ ability for choice 
career to comparing their career decision-making choice self-efficacy(CDMSE), outcome expectation, 
and career choice behavior with non-athlete student. We targeted 464 students (student-athletes: 
n＝304, non athlete-students: n＝160) from 2 university in Japan. We could find that student-athletes 
had lower outcome expectation than non-athlete student. Furthermore, it was clarified that student-
athletes had few experienced to have career-choice behavior. These results showed that student-
athletes spent their school-life for athletic activities (ex. Training or teams), and couldn’t have their 
interests in their job hunting and enough time for it. We have to clarify the source of CDMSE and 
outcome expectation of student-athletes more detail to effective support for them to career choice.
Keywords：Career decision making self-efficacy, Outcome expectation, Student athletes
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１．緒言
　近年，大学スポーツへの注目が高まっている。2019
年３月には「一般社団法人大学スポーツ協会（以下，
UNIVASとする）」が設立され，大学スポーツの振興
による人材育成，大学ブランドの強化や競技力向上
を目指している（UNIVAS， online）。日本スポーツ
振興センター（以下，JSCとする）によると，2010年
以降の国際大会に出場した日本代表選手の大学進学率
は72.9%であり，多くのアスリートが大学に進学して
いることから，大学はトップアスリート育成の中心的
役割を担う機関であり，今後ますますその重要性が高
まっていくと考えられる。その流れに伴い，スポーツ
を利用した大学入試が増加している。旺文社の調査に
よると，36.7%の大学がスポーツ推薦入試を実施して
いることが明らかとなった（旺文社，2019）。スポー
ツ推薦入試のはじまりは，1948年の新制大学が順次設
置された頃から競技者に対する入試の優遇措置が取ら
れており，この頃から大学はアマチュアスポーツ発展
の中心的役割を担っていたと小野ら（2017）は指摘し
ている。
　一方で，大学スポーツや大学生アスリートが直面す
る課題への議論も尽きない。大学スポーツが盛んな北
米では，学業と競技活動との両立ができず，大学を卒
業できないという問題も起こっている。日本でも同様
に，UNIVAS設立構想段階から学生アスリートの学
業問題については多く議論されているにも関わらず，
具体的な学習支援については各大学に丸投げされてい
る，と問題点が指摘されている（中村，2017）。
　また，大学卒業後にも継続して競技活動を行うこと
ができる者はほんの一握りであるため，多くの大学生
アスリートは学業，競技活動に加え，大学卒業後の
キャリア選択，就職活動にも取り組まなければいけな
い。日本でも以前からトップアスリートを中心とした
セカンドキャリア・デュアルキャリアについて懸念さ
れており，スポーツ振興基本計画の頃からトップア
スリートのキャリアプランニングやキャリア・トレー
ニングの必要性について言及がある（吉田ら，2012）。
JSC（2013）はデュアルキャリアに関する調査研究を
行ったほか，トップアスリートへのキャリア支援はJ
リーグ，日本オリンピック委員会などで行われている
（吉田ら，2012）。
　大学においても就活支援などのキャリアサポート
を行っている例もあるが（長倉，2016），大学生アス
リートに特化したキャリア支援はごくわずかである。
　また研究においては，大学生アスリートのキャリア
をライフスキル獲得や就職活動（清水・島本，2011），
スポーツ・ライフ・バランス（荒井ら，2018），学業
との両立意識（束原ら，2019）などに着目して明らか
にした研究は見られるが，一般学生との比較を行った
研究はわずかである。
　そこで本研究は，大学に所属しながら競技スポーツ
に取り組む大学生アスリートの進路選択に関する特徴
を，一般学生と比較することにより明らかにし，大学
生アスリートの進路選択においてどのような支援が求
められているのか検討することを目的とした。
２．方法
２－１．対象者
　本研究では，中国地方および東海地方にある２大学
に所属する１-４年生を対象とした。研究分担者が担
当する授業にてアンケート回答の呼びかけを行い，同
意の得られた者からGoogle Formsによりオンライン
上で回答を得た。
２－２．尺度
　アンケートは，１）個人的属性，２）就職活動に関
する項目，３）進路選択に対する自己効力感に関する
項目，および４）進路選択に対する結果期待によって
構成されている。
１） 個人的属性：（１）性別，（２）年齢，（３）学部，
（４）学年および（５）現在のスポーツ活動につ
いて記述および選択にて回答を求めた。
２） 就職活動に関する項目：７種の就職活動につい
て，参加経験の有無を尋ねた。
３） 進 路 選 択 に 対 す る 自 己 効 力 感： 安 達（2001，
2003）は，数多くのキャリア発達研究で援用され
る社会・認知的進路理論（以下SCCT; Lent et al., 
1994）において，将来のキャリア選択行動を予測
する上で中心的な役割を果たす自己効力感と結果
期待に着目し，大学生の進路発達過程を明らかに
した。本研究においても同様に，キャリア未入職
者である大学生を対象とするため，援用した。進
路選択に対する自己効力感は，安達（2001）に
よって開発され，（１）進路選択（10項目），（２）
問題解決（10項目），（３）計画立案（10項目），
（４）自己適性評価（10項目）および（５）職業
情報の収集（10項目）の５因子（50項目）によっ
て構成されている。「１．全く当てはまらない」
から「５．非常によく当てはまる」の５段階で回
答を求め，各因子の合計得点を分析に用いた。
４） 進路選択に対する結果期待：３）と同様に，安
達（2001）によって開発された項目を用いた。
SCCTにおいて，結果期待は自己効力感を媒介し
て職業に対する興味に影響を与える他，直接興味
に与える影響も確認されており，自己効力感と同
様にその後のキャリア選択行動を予測する重要な
因子であるとされている。進路選択に対する結果
期待は４項目で構成され，回答は「１．全く当て
はまらない」から「５．非常によく当てはまる」
の５段階で求め，合計点を分析に用いた。
２－３．統計処理
　分析には，SPSS version 25を用いた。分析方法と
して，１）大学生アスリートと一般学生の進路選択に
対する自己効力感および結果期待を比較するため，ス
ポーツへの取り組みを独立変数，進路選択に対する自
己効力感の５因子および結果期待を従属変数とし，対
応のないt検定を行った。また２）男女の進路選択に
対する自己効力感および結果期待を比較するため，性
別を独立変数，進路選択に対する自己効力感の５因子
および結果期待を従属変数とした対応のないt検定を
行った。なお，性別においてその他を選択した者は分
析から除外した。さらに，３）学年ごとの進路選択に
対する自己効力感および結果期待を比較するため，学
年グループ別（１，２年生グループと３，４年生グルー
プ）を独立変数，進路選択に対する自己効力感の５因
子および結果期待を従属変数とした対応のないt検定
を行った。最後に，４）大学生アスリートと一般学生
の就職活動の参加経験有無を比較するため，χ2検定
を行った。なお，有意水準は５%未満とした。
28
３．結果
　464名から回答が得られ，年齢の平均は19.8±0.9で
あった。
３－１．個人的属性
　表１に，対象者の学部，学年，性別，現在のスポー
ツ活動の単純集計の結果を示した。対象者が所属する
学部について，65.5%がスポーツ系の学部に，34.5%が
その他の学部に所属していた。学年については２年生
が62.7%と最も多く，次いで１年生が20.3%，３年生は
9.7%，そして４年生が7.3%であった。性別は，男性
70.0%，女性が29.5%，その他0.4%であった。また，現
在のスポーツの関わり方については，競技スポーツと
して関わっている対象者が59.7％であり，趣味・レク
リエーションなどとして関わっている場合および現
在は関わっていないなどの対象者は合わせて40.3%で
あった。今後は，競技スポーツに関わる学生を大学生
アスリート，レクリエーションや趣味として関わって
いる学生または現在スポーツに関わっていない学生を
一般学生とする。
表１．対象者の個人的属性
３－２．尺度の信頼性
　進路選択に対する自己効力感および結果期待の内
的整合性を確認するため，クロンバックのアルファ
（α）の値を算出した。その結果を表２に示す。進路
選択に対する自己効力感を構成する５因子において，
進路選択（α＝.88），計画立案（α＝.89），問題解決
（α＝.84），自己適性評価（α＝.90），職業情報の収
集（α＝.88）全てにおいて基準値であるα＝.70を超
えた。また，進路選択に対する結果期待においても
α＝.87となり基準値を超えたため，内的整合性が確
認された。
３－３．大学生アスリートと一般学生の進路選択に対
する自己効力感と結果期待の比較
　大学生アスリートと一般学生の進路選択に対する自
己効力感と結果期待を比較するために行ったt検定の
結果を表３に示す。その結果，学生アスリートの方が
一般学生と比べ，有意に低い結果期待の得点を示した
（t=-3.094， p<.01）。
３－４．男女の進路選択に対する自己効力感と結果期
待の比較
　男女の進路選択に対する自己効力感と結果期待を比
較するために行ったt検定の結果を表４に示す。その
結果，全ての項目において，有意差は見られなかっ
た。
３－５．学年グループ別による進路選択に対する自己
効力感と結果期待の比較
　学年グループ別（１，２年生グループと３，４年生
グループ）の進路選択に対する自己効力感と結果期
待を比較するために行ったt検定の結果を表５に示
す。その結果，３，４年生グループの方が１，２年生グ
ループと比べ，有意に高い結果期待の得点を示した
（t=-2.036， p<.05）。
３－６．大学生アスリートと一般学生の就職活動参加
経験の比較
　大学生アスリートと一般学生の就職活動経験の有
無を比較するために行ったχ2検定の結果を表６に示
す。就職活動として設定した７つのうち，企業説明会
（χ2＝31.883， df=１ p<.001），就職セミナー（χ2＝
28.224， df=１， p<.001），インターンシップ（χ2＝
10.083， df=１， p<.01）において，一般学生と比べ，
大学生アスリートの参加が有意に少ない割合であるこ
とが明らかとなった。
４．考察
　本研究は，大学に所属しながら競技スポーツに取り
組む大学生アスリートの進路選択に関する特徴を，一
般学生と比較することによって明らかにし，大学生ア
スリートの進路選択においてどのような支援が求めら
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表２．各項目および因子の平均値，標準偏差，信頼性係数α
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表３．大学生アスリートと一般学生の進路に対する自己効力感と結果期待
表４．男女の進路に対する自己効力感と結果期待
表５．学年グループ別の進路に対する自己効力感と結果期待
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れているのか検討することを目的とした。まず進路選
択に対する自己効力感と結果期待の得点を比較したと
ころ，大学生アスリートは一般学生に比べ，進路選択
に対する結果への期待が低いことが明らかとなった。
一方で，自己効力感において有意差は無いものの，５
因子全てで大学生アスリートが一般学生を上回ってい
る。大学生アスリートが一般学生と比較し同程度も
しくはやや高い自己効力感を持っているが，結果期
待は低い原因として，大学生アスリートは学生生活の
多くの時間をトレーニングなどの競技活動に費やして
おり，就職活動など競技活動以外に関心が向いていな
いことが原因として考えられる。実際に，大学生アス
リートの大学生活において，競技活動が勉強，プライ
ベートを上回っており，競技中心の生活を送っている
ことが明らかである（古谷・粟木， 2015）。そのよう
な大学生活において，競技生活を上回る他の活動に価
値を見いだせていないため，就職活動に充てる時間を
十分に持っていないことが考えられる。
　また，この現状は実際のキャリア選択行動にも現れ
ており，企業説明会，就職セミナー，インターンシッ
プ参加経験ありの割合は，大学生アスリートが一般学
生よりも有意に低い結果となった。大学での競技活動
は部活単位で行われていることが多いため，チーム練
習を抜けることへの抵抗や，競技活動を優先させるた
め就職活動に参加できていない現状が考えられる。一
方で，上野（2014）によると高校生の運動部活動への
参加経験や競技状況スキルが，ライフスキルを媒介し
て，進路を選択・決定しようと模索する過程（行動）
を指す教育進路成熟に寄与することが明らかになって
いる。このように，高校までの運動部活動は進路選択
行動にプラスの影響を与えているため，大学における
競技活動のあり方や大学生アスリートに対する今後の
大学教育のあり方について，より一層議論していく必
要があると考える。
　男女における自己効力感および結果期待において，
有意な差は見られなかったが，尺度の測定値において
は，自己効力感と結果期待ともに女子が男子を下回っ
ていた。歴史的に男性中心の職業では，女性の自己効
力感は男性と比べ低いと指摘されているが（Hackett 
& Betz， 1981），大学生間においても，女子学生の自
己効力感は男子学生と比べ低い可能性が示唆された。
自己効力感が低い結果，結果期待も高まりにくいと考
えられるため，女子学生に特化した自己効力感や結果
期待を高めることができるような働きかけが必要であ
る。
　最後に，学年グループ別の比較では，３，４年生グ
ループが１，２年生グループと比較し有意に高い結果
期待を持っていた。実際に就職活動を経験した４年生
や，就職活動のための準備を進めている３年生と比べ
１，２年生の自己効力感や結果期待が低いことは予想
表６．大学生アスリートと一般学生の就職活動経験
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に反しないが，日本経済団体連合会は，「採用選考に
関する指針」を廃止することを決定している。今後大
学生の早い段階から，就職活動に取り組む必要性も増
してくると考えられるため，大学１，２年生から進路
選択に対する自己効力感と結果期待を高めるための働
きかけを行っていく必要がある。
５．今後の課題
　今後は，キャリア選択行動につながるとされている
自己効力感および結果期待がどのように高まるのかを
解明していくことが必要であると考える。特に大学生
アスリートに対し，どのような場合に自己効力感と結
果期待を高く持つことができるかに関する質問紙を作
成し，詳細な研究を実施する。また，スポーツ活動状
況や競技能力が進路選択に関する自己効力感や結果期
待に与える影響も考えられるため，実際の競技活動の
内容や継続年数，コーチなどからの働きかけなどとの
関連を明らかにすることも必要である。
　今後は対象者を幅広い競技レベル，種目に拡大し，
競技レベルごとや種目ごと，チーム競技と個人競技と
いった比較も行うことが必要である。また，女性コー
チが少ない現状を考える上で，男女の差も比較，検討
することで女性コーチ育成の一助となることが期待さ
れる。
　アスリートのセカンドキャリア，デュアルキャリア
が取り沙汰される中，競技以外の活動に目を向けた
り，セカンドキャリア，デュアルキャリア教育を行っ
たりすることが進められている。しかし，トップアス
リートになればなるほど，競技に対し高いコミットが
要求され，トレーニング以外の時間もなかなか他の活
動に取り組めない現状もある。そこで，競技やトレー
ニング場面において，選手の自主性を育成することに
つながることが期待される自己調整学習能力を高める
ことで，セカンドキャリアとしてコーチを考えるきっ
かけとなることが期待される。さらに，コーチ以外の
セカンドキャリアを選択する場合でも，自主的にキャ
リアを選択する能力を養うことができると考えられ
る。何より，トレーニングにおいて主体的に取り組む
能力が身に付くことで競技力向上にも寄与することか
ら，今後は自己調整学習能力を高めるコーチの働きか
けについての研究も，併せて行っていくことも有用で
あると考える。
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